
土
木
学
会
全
国
大
会
９
月
４
日
｜
６
日
開
催

　
土
木
学
会
は
９
月
４
日
か
ら
６
日
ま

で
の
３
日
間
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス

千
葉
県
習
志
野

市

で
「
平
成

年
度
全
国
大
会
」
を

開
く
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
土
木
が
築
い

た
今
日
と
、
切
り
拓
く
べ
き
未
来
」
。

大
会
の
中
で
は
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
特
別
企
画
」
を
設
け
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
に
関

連
す
る
講
演
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
と

り
ま
と
め
て
実
施
し
、
参
加
促
進
を
図

る
。

　
特
別
企
画
に
関
連
す
る
主
な
講
演
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
次
の
通
り
。

基
調
講
演
会

５
日

時
半
―

時

分

「
信
頼
さ
れ
る
土
木
学
会
を
目

指
し
て
社
会
貢
献
を
実
践
す
る
」
／
橋

本
鋼
太
郎
土
木
学
会
会
長

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン

６
日

時

分

―

時

分

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
の
あ
り
方

　
―
土
木
学
会
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
対
処
戦
略
―
」
／
座
長

鈴
木
基
行

東
北
大
学
教
授
、
講
演

太
田
昭
宏
国

土
交
通
大
臣

国
際
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

４
日

時

分
―

時

分

「
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
―
各

国
で
の
課
題
と
取
組
み
」
／
座
長

家

田
仁
東
京
大
学
教
授

産学官で挑戦する
持
続
可
能
な
社
会
へ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
分
野
の
発
展
横
断
的
取
り
組
み
必
須

　
我
々
の
日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
河
川
施
設
な
ど
多
様
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
は
国
や
自
治
体
な
ど
管
理
者
が
多
岐
に
わ
た
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
、
鋼

製
な
ど
異
な
る
材
料
で
同
様
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
こ

れ
ら
「
細
分
化
さ
れ
た
状
態
が
老
朽
化
問
題
を
陰
に
追
い
や
っ
て
い
た
側
面
が
あ

る
」

橋
本
鋼
太
郎
土
木
学
会
会
長

と
い
え
る
。
今
後
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
分
野
の

拡
大
・
発
展
の
た
め
に
は
効
率
的
な
点
検
技
術
な
ど
の
開
発
に
加
え
、
課
題
を
産
学

官
で
共
有
し
、
横
断
的
に
統
合
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
須
と
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
ほ
か
土
木
学
会
関
西

支
部
で
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
に
関
す
る
支
部

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

支
部
長
懇
談
会
に
よ
る
提
言

を

年
４
月
に
取
り
ま
と
め

た
。
こ
の
提
言
で
は
持
続
可

能
な
維
持
管
理
の
た
め
に

は
、
予
算
措
置
と
合
理
的
な

管
理
水
準
の
検
討
や
、
人
材

の
供
給
・
育
成
、
市
場
の
活

性
化
・
魅
力
化
、
研
究
開
発

が
重
要
と
さ
れ
た
。
提
言
に

基
づ
き
「
社
会
基
盤
施
設
の

維
持
管
理
の
た
め
の
各
種
ス

キ
ー
ム
検
討
委
員
会
」

委

員
長

古
田
均
関
西
大
学
教

授

が
設
置
さ
れ
た
。

　
同
検
討
委
員
会
で
は
維
持

管
理
に
関
す
る
資
格
や
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
を
整
理

し
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
や
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る

「
教
育
分
科
会
」
と
維
持
管

理
技
術
の
国
際
展
開
の
可
能

性
と
そ
の
課
題
な
ど
を
検
討

す
る
「
国
際
展
開
分
科
会
」

が
活
動
し
、
成
果
が
９
月

日
に
報
告
さ
れ
る
予
定
。

　
ま
た

年
に
創
設
さ
れ
た

土
木
学
会
認
定
「
土
木
技
術

者
資
格
制
度
」
で
は
、
技
術

士
な
ど
の
他
の
資
格
制
度
に

は
な
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
分

野
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
資
格
要
件
は
、
土
木
構
造

物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
技
術

支
援
に
関
す
る
知
識
や
経
験

を
有
し
、
非
破
壊
検
査
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
健
全
度
評
価

手
法
、
補
修
技
術
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
評
価
な
ど

に
関
す
る
知
識
を
有
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
分
野
の
全
国
１
２
０
人

の
資
格
保
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
土
木
学
会
で
は
、
こ
の
よ

う
に
現
在
で
も
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
は
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
学

の
基
礎
を
確
立
さ
せ
、
さ
ら

に
維
持
管
理
・
更
新
の
課
題

に
対
す
る
取
り
組
み
が
よ
り

魅
力
的
に
、
多
く
の
国
民
の

支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
ゆ
く
こ
と
で
、
持
続
可
能

な
社
会
を
実
現
し
て
ゆ
く
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問
題

は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
国
土
交
通
省
は
５
年

ほ
ど
前
か
ら
ま
ず
道
路
橋
を

対
象
と
し
て
管
理
者
に
「
長

寿
命
化
修
繕
計
画
」
策
定
を

求
め
て
い
る
。
だ
が
、
小
所

帯
の
町
や
村
か
ら
は
計
画
策

定
ど
こ
ろ
か
「
点
検
を
委
託

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」

「
点
検
結
果
を
評
価
す
る
技

術
者
が
い
な
い
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
、
自
治
体
の

計
画
策
定
率
は

％
余
り
に

留
ま
る
。
発
注
者
が
こ
う
し

た
状
態
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
適

正
な
維
持
管
理
は
ま
ま
な
ら

ず
、
受
注
者
を
含
め
技
術
レ

ベ
ル
の
向
上
も
望
め
な
い
。

　
た
だ
、
人
口
減
少
社
会
や

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

怠
っ
て
寿
命
を
全
う
さ
せ
な

け
れ
ば
結
局
は
高
く
つ
い
て

し
ま
う
。
イ
ン
フ
ラ
を
長
く

使
っ
て
い
く
た
め
カ
ギ
を
握

る
一
つ
は
、
人
間
が
入
り
に

く
い
場
所
の
点
検
を
機
械
化

す
る
な
ど
日
常
点
検
で
不
具

合
を
早
め
に
発
見
し
補
修
す

る
こ
と
。
例
え
ば
仮
設
の
足

場
を
組
ま
ず
橋
の
下
面
を
電

荷
結
合
素
子

Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ

メ
ラ
で
確
認
で
き
る
点
検
ロ

ボ
ッ
ト
や
、
セ
ン
サ
ー
で
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
な
ど
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
民
間

か
ら
の
注
目
を
一
層
、
高
め

る
に
は
、
多
業
種
を
巻
き
込

み
、
点
検
や
維
持
管
理
を
成

長
分
野
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
望
は
欠
か
せ
な
い
。

　
土
木
学
会
が
立
ち
あ
げ
た

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

・
更
新
の
重
点
課
題
検
討
特

別
委
員
会
」
で
は
管
理
者
や

構
造
を
問
わ
ず
、
全
般
を
カ

バ
ー
す
る
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
工
学
の
確
立
を
掲
げ

る
。
人
材
確
保
・
育
成
も
重

点
課
題
。
市
町
村
の
技
術
者

が
学
会
の
支
部
活
動
な
ど
に

参
加
し
や
す
い
仕
組
み
を
つ

く
り
技
術
研
鑽
の
機
会
を
提

供
す
る
。
ま
た
「
地
域
の
支

援
組
織
が
必
要
」

橋
本
会

長

と
し
、
豊
富
な
知
見
を

持
つ
Ｏ
Ｂ
技
術
者
な
ど
を
地

域
ご
と
に
組
織
化
す
る
構
想

も
描
く
。

　
土
木
構
造
物
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
横

断
的
に
見
る
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
を
手
が
け
る
鈴

木
基
行
東
北
大
学
教
授
は

「
材
料
、
設
計
、
施
工
な
ど

一
連
を
す
べ
て
分
か
る
人
で

こ
そ
適
正
な
維
持
管
理
が
で

き
る
」
と
強
調
す
る
。
知

識
、
工
夫
や
経
験
を
積
み
重

ね
確
立
で
き
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
分
野
を
魅
力
あ
る
市
場
と

し
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。


